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『レストラン紹介』 第 58 回   

Sax Bar & Restaurante （サックス  バー ・レストランテ） 

 

今回は意外な穴場的レストラン、Sax Bar & Restaurante を取

材してきました。2004年にオープンした「ミレニウム・ホテル」

の地上階にあるレストランです。ミレニウム・ホテルは、ミレニ

ウム・ショッピングセンターに接続した 3つのタワー（ビジネス

タワー、医療関連タワー、ホテルタワー）のうちの一つで、Sax 

Bar & Restaurant はホテルのオープン時から同じ名前で営業して

います。ホテルの 1階、ショッピング前の私道（Av. Djalma 

Batista と Av. Constantino Neryをつなぐ道）に面したロケー

ションのため目立たず、まさかこんな所に 20年続いているレス

トランがあることをご存知の方は少ないでしょう。 

 

目の前は私道で駐車は出来ませんので、車はミレニアム・ショッピングセンター内の駐車

場を使います（有料）。駐車場入り口を入って左に曲がり、駐車場の一番奥まで行くと、直

接ホテルに入る通用口（上の写真）の傍に停められ

ます。この通用口は、宿泊客は部屋のカードキーで

入れますが、レストラン客の私たちは、インターフ

ォンを押して開錠してもらう必要があります。実は

私たち、ここでブザーを 20回くらい鳴らすも 5分く

らい気づかれずに待たされました。今回は、偶然気

づかれなかっただけと信じたいところです。また、

私道よりホテル玄関（右の写真）から入ってすぐの

ロビー内にレストラン入り口があり、ここからもア

クセスできます。 

 

サックス・バーと言うと、薄暗い間接照明の大人の空間、というイメージですが、実際の

レストランは白色系照明の健全で明るい雰囲気。サックス演奏は無くグランドピアノが鎮座

していますが、演奏されている形跡は無いようです。時間は夜 7時過ぎでしたが、客の入り

は 3割程度で、まず間違いなく全員ホテルの宿泊客です。 

 

5人掛けの丸テーブルに着席。飲み物はビール（ロングネックのみ）、つまみは白身魚の

カルパッチョ、牛ヒレ肉のアペリチーボ、シーザーサラダ、鴨肉のパステルを頼みました。

いずれも美味しかったですが、特に鴨肉のパステル（Pastel de Pato）は、ほぐした柔らか

い鴨の身が特に美味でした。お勧めの一品！ カイピリーニャも試してみようと思いました

が、この日、アメリカ人釣り客の団体がピンガを飲み干してしまい在庫ゼロとのことで、ウ

ォッカベースのカイピロスカやラムベースのカイピリッシマなどを飲みつつ、各々、食べた
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いメインディッシュ（いずれも 40～50レアル）をそれぞれ頼みました。いずれの食事も絶

品とまでは行かないまでも、値段を考えると十二分な水準で、カクテルの味もしっかりして

いるのは流石ホテルならでは。ちょっとせっかちなガルソンでしたが、まじめで硬派な初老

のホテルマン風で好感が持てました。結局、利用客のなかでマナウス在住者は恐らく私たち

だけで、長居したのも私たちのみ。他は全員観光客と言うのもちょっとした非日常と言える

かもしれません。いずれにせよ居心地の良いレストランでした。 

 

 

相変わらず飲み物代が嵩む私たちの取材ですので、一人当たり 220 レアルを払いましたが、

食事だけなら 130レアル程度でしたので、場所、雰囲気、食事内容を考えればコスパは高い

と思います。是非一度行ってみてください。 

 

 

SAX BAR & RESTAURANRE 

＜所在地＞    Av. Djalma Batista 1661, Chapada, Manaus  

(Millennium Hotel/Millennium Shopping) 

＜電話＞       092 ‐ 3655 ‐ 3138 

＜営業時間＞ 年中無休 06:00～10:00 

                  12:00～22:00       

 

 

※ 本取材は 2025年 1月 17日に実施されたものです。 

   

 

   


